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房
総
の
近
世
史
研
究
で
著
名
な
故

川
村
優
氏
は
、
茂
原
市
の
郷
土
史
研

究
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
そ

の
川
村
氏
が
一
貫
し
て
研
究
し
た
の

が
、
旗
本
知
行
地
の
地
域
経
営
で
す
。

細
か
く
分
か
れ
る
旗
本
知
行
地
の「
勝

手
賄
い
」
に
つ
い
て
、
そ
の
著
書『
旗

本
知
行
所
の
支
配
構
造
』（
吉
川
弘
文

館　

一
九
九
一
年
）
な
ど
で
詳
し
く

論
説
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
何
回
か
に
分
け
て
紹
介
し

て
い
る
中
善
寺
村
文
書
に
も
、
領
主

で
あ
る
旗
本
の
地
域
経
営
を
示
す
史

料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
善
寺
村

は
広
戸
氏
・
川
井（
河
合
）
氏
の
相
給
、

後
に
大
久
保
氏
・
三
雲
氏
を
加
え
た

四
給
支
配
で
、
こ
の
文
書
を
伝
え
た

久
我
家
は
広
戸
氏
知
行
地
で
村
役
に

も
つ
い
た
家
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
以
下
の
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
の
史
料
を
紹
介
し
ま

す
。　
　
　

　

乍
恐
書
附
ヲ
以
奉
願
上
候

中
善
寺
村
久
我
善
左
衛
門
奉
申
上
候
、

私
義
是
迄
多
分
之
金
子
拝
借
仕
次
第
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芸
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俳
　
句�

山
茶
花
や
優
し
さ
漂
う
冬
の
華�

髙
橋　

良
昌

初
雪
や
メ
ー
ル
で
友
の
病
知
り�

ポ
ン
太

短
　
歌

春
が
来
て
あ
さ
り
料
理
に
舌
つ
づ
み

　
　
　

夜
は
ニ
コ
ニ
コ
酒
蒸
し
造
り�

時
女　

礼
子

ま
だ
暗
き
元
朝
の
空
淡
き
黄
の

　
　
　

少
し
歪
な
月
震
え
て
お
り�

山
本　

明
美

老
い
漁
師
の
釣
り
し
鮃
が
届
き
た
り

　
　
　

房
総
に
移
住
三
日
目
の
朝�

菊
地
ミ
ト
リ

川
　
柳

侘
び
寂
び
も
浮
足
立
っ
て
い
る
野
点�

木
内
富
美
子

ア
ナ
ロ
グ
の
昭
和
を
語
る
忠
魂
碑�

福
田　

研
治

と
き
め
き
も
急
降
下
す
る
老
い
の
性�

藤
橋　

由
裕

孫
受
験
茨
の
道
に
サ
ク
ラ
サ
ク�

道
譯　

賢
一

蛇
口
か
ら
朝
の
ド
ラ
マ
が
溢
れ
出
す�

吉
野
千
枝
子

春
が
来
る
春
の
ド
ラ
マ
を
背
負
っ
て
来
る�

今
井
ひ
さ
し

自
転
車
の
ス
マ
ホ
が
怖
い
白
い
杖�

岡
元　

邦
武

我
が
家
に
は
恵
比
寿
閻
魔
が
鎮
座
す
る�

風
間　

敬
造

家
事
仕
事
嵐
の
よ
う
に
や
っ
て
来
る�

仲
村
美
年
子

ニ
借
財
相
嵩
難
渋
至
極
仕
候
ニ
付
、

文
久
三
亥
年
十
二
月
中
親
類
組
合
を

以
格
別
之
御
勘
弁
を
以
私
所
持
之
田

畑
山
林
質
地
証
文
ニ
仕
奉
差
上
候
得

共
、
残
金
之
百
八
拾
五
両
三
分
弐
朱

者
御
返
済
可
申
上
手
当
茂
無
御
座
返

済
方
等
閑
ニ
付
、
当
夏
中
数
度
御
催

促
ヲ
受
依
而
六
月
晦
日
限
リ
之
御
日

延
申
上
置
候
処
、
御
地
頭
所
様
御
呼

出
ニ
付
七
月
廿
七
日
出
府
仕
候
処
、

当
月
ニ
相
成
加
印
之
も
の
と
も
江
厳

敷
御
催
促
則
其
使
僧
ニ
帰
村
之
砌
途

中
ニ
而
□
□
□（
糊
張
跡
あ
り
）
一
円

申
訳
ケ
茂
無
御
座
候
、
一
躰
私
義
ハ

先
々
ゟ
御
地
頭
所
様
御
動
向
諸
入
用

御
差
詰
リ
被
遊
候
度
毎
ニ
多
分
之
金

子
御
当
山
様
弥
拝
借
仕
上
納
申
候
得

共
、
追
々
御
地
頭
所
様
御
不
如
意
ニ

付
、
種
々
無
心
之
旨
被
仰
聞
無
利
息

年
賦
又
ハ
無
利
息
置
居
或
差
上
切
消

金
抔
与
被
仰
付
難
渋
至
極
仕
候
得
共
、

御
地
頭
所
様
御
儀
故
無
拠
事
与
相
弁

罷
居
候
内
、
家
内
之
も
の
ど
も
病
身

ニ
相
成
種
々
相
煩
又
ハ
死
失
仕
候
も

の
も
有
之
程
之
仕
合
難
渋
相
嵩
追
々

借
財
増
長
仕
返
済
之
手
当
茂
無
之
只

今
ニ
相
成
御
見
分
意
仰
之
始
末
尋
明

仕
候
間
、
私
家
内
召
連
御
寺
領
御
門

前
地
江
引
越
忰
栄
蔵
両
人
ニ
而
存
生

中
日
勤
致
昼
夜
を
不
厭
御
奉
公
仕
、

御
厚
意
相
送
申
上
度
候
間
、
何
卒
以

御
慈
悲
御
聞
済
被
御
成
下
置
候
様
偏

ニ
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
リ
親
子
共

御
召
抱
ニ
相
成
候
ハ
ゝ
、
当
人
共
者

不
及
申
ニ
家
内
一
同
者
勿
論
加
印
仕

候
親
類
組
合
村
役
人
迄
一
同
難
有
仕

合
ニ
奉
存
候
、
以
上

（
以
下
略
）

こ
の
時
期「
御
地
頭
様
」
す
な
わ
ち

広
戸
家
の
支
出
が
急
増
し
て
経
営
が

苦
し
く
な
り
、
久
我
家
に「
無
心
」
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
れ
を
久
我
家
は「
東
明
山
」
か

ら
借
用
し
て
ま
で
充
当
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
家
内
に
病
気
の
者
も

出
た
の
で
、
門
前
に
引
越
し
て
奉
公

し
て
返
済
し
た
い
と
い
う
内
容
で
す
。

「
東
明
山
」
は
現
在
の
中
善
寺
に
あ
る

大
東
明
山
行
徳
寺
で
す
。
こ
の
元
治

元
年
七
月
に
は
、
禁
門
の
変
が
京
都

で
あ
り
、
幕
府
は
そ
れ
ま
で
も
長
州

征
討
を
企
画
し
て
、
多
く
の
負
担
を

旗
本
に
求
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
史
料
は
、
そ
う
し
た

旗
本
が
知
行
地
に
多
額
の「
無
心
」
す

な
わ
ち
緊
急
経
費
を
賦
課
し
て
い
た

実
例
を
示
す
も
の
と
い
え
ま
す
が
、

そ
れ
に
な
ぜ
村
内
の
寺
院
が
関
与
し

て
い
た
か
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
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）
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